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Abstract 
For the purpose of obtaining design data on the exhaust system with an expansion chamber or 
exhaust mu但erin a crankcase田compressedtwo-stroke cycle gasoline engine， the present author has 
made the theoretical analysis and a series of experiments on the effects of various exhaust piping 





















(行積体積) I lv/d 
V， 792 15.8 5.05 
V2 " " 1.97 
V3 " " 0.853 
V4 475 9.5 1.97 






























の関係があり， 段前後の連続条件:1/Ie2=1/IV1' 1/Iv2=1/It，の関係を用いると (1)，.(3)式から，
等価管長 (L:)の等出式は次の如く与えられる。
(ft/fe)・cot(lt/L:)-V/(feL:) = {tan (ι/L:) 

























































わらず排気吹出し圧力波および給気比 (K-Ko)曲線はほぼ同じである。(11;， v;" V3の比較)
従って供試拡張室寸度範囲では等価管長の算出に際し，拡張室を段付管の一部とせずに容積部
(V)と近似したことが充分妥当であると云えるだろう。
J欠lこ最大給気比 (K-Ko)Mの債は，V/1ろも=6"，9程度(V.， V5) では直管型排気管(vo)の
場合とほとんど変らないが，拡張室容積が V/Vhキ16(VI' V2， V3) と大きくなると，その容積
部における圧力波の減衰lとより，排気管効果はかなり低下する。従って最適の拡張室型排気管
す度を用いても直管型排気管による給気比向上の約半分程度しか期待できないようである。
2・1・3 排気管長 (le)および尾管長 (ι)の影響






















































a : lt = 5 cm b : lt = 10 cm 
c :ん=20cm cl: lt=40 cm 
図 8 オシログラム (lt変化)
2 3 N rpm 
























a 円錐尾管 b， e : I，l兵士1.0
c， f: 1，lle=0.64 d， g:βlfe=0.47 る。 従って， 面積比 (!t/!e)は通常できるだけ大きく







It1宇一(s/ft)j{cot (l，j L:) + l/(L，d L;)} 
を用いると， (1)， (3)， (5)式から等価管長(mは
(ft/!e)・{cot(l，j L;) + 1/(lt1/ L;)} -V/( j二.L;)












図において，最大給気比 (K/Kohfは，いづれも Zeの一定値でよく揃っている。また， こ
の値は直管型排気管による排気吹出し効果の同調条件式9)に供試機関の有効掃気孔角 0:8=1120

























図-15 KIKo~Ze 線図 (lt変化)
Za 
















































-10 3 4 X 103 
N rpm 
図 18 (K-Ko)曲線(ん掃入)
之 3 N rpm 4 x 103 






















月{t=l c: flft=O.52 
flft=O.73 d: flft=O.35 




A B卜 450 イn
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入した場合には給気比 (K)は約7%低下している (B，C曲線の比較)。 さらに絞りを2個にす
ると，さらに給気比は 8%低下する (C，E曲線の比較)。しかし同一絞り面積でも孔数を多く






の逆数 (l/AP)，最大給気比 K (N = 2800 rpm)および消音器付排気管を用いた場合の排気音圧
(劫と排気管系を全部取除いた場合の排気音圧 (So)との比 (S/So)等を比較している。

























図-23 実用消音器の比較 (le=50 cm) 






その給気比曲線をみるに，給気比の低下 (Ko-Ke)と背圧上昇 (Pe-Po) cm Aqおよび回転数
Nrpmとの聞には近似的に
(Ko-Ke) = (Pe-Po)(ljNx10')α (7 ) 
の関係がある。ここに， α=2.0~2.5 (但しん=85~20 cm)， Ko:背圧 P。のときの給気比，Ke: 
背庄九のときの給気比を表わす。上式によると，高速長管になるほど，背圧上昇に基因す
る給気比の低下は小さくなるが，背圧上昇 90 
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